生活保護法第63条返還金分割納付計画書兼誓約書

（あて先）寝屋川市長

令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　
住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

私の下記の生活保護法第63条返還金の未返還分(以下「滞納金」といいます。)について、本来は、一括払いが原則であることは理解しておりますが、経済的に困窮している状況にあります（現在の勤務先、収入、所有現金及び預貯金は別紙１のとおり）ので、滞納金については、裏面の分割計画書のとおり分割にて納付致します。

なお、この納付計画に基づいて履行することを誓約し、もしも１度でも不履行の場合又は、申出による現在の勤務先及び収入、所有現金及び預貯金に大きく相違があれば、直ちに期限の利益が喪失されることを理解し、その場合、滞納金の一括請求（予告なく裁判上の強制執行手続により滞納金の一括徴収を行うことも含む）を受けても一切の異議は申立てしません。

　

記

滞納金の額　　　　　　　　　　　　円

　
　　

分　割　計　画　書
滞納額　　　　　　　　　　　　　円

　令和　　　年　　　月納付分　～　令和　　年　　月　　日納付分まで

　月々　　　　　　　　　　　円

　ただし、令和　　年　　月納付分は　　　　　　　　　　　円

※　最終納付月の納付分の納付が困難な場合は、納付期限までに納付相談を行うこととする。
納付期限は、当該月の月末とする。ただし、その期限が、日曜日若しくは土曜日、国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第178号)に規定する休日又は1月2日若しくは3日に当たるときは、これらの日の翌日とする。








